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脳･小脳･肝臓･日･心臓･肺臓 ･腎臓 ･肺臓 ･
肺 ･腸･筋肉･血液において､ストレス応答に関
与する酵素の多形分子種 (アイソザイム)につい
て解析した｡NAD(P)H酸化酵素とアスコルビン
酸酸化酵素の塙性は特に腎臓で高く､キサンチン
酸化酵素とカタラーゼの活性は特に肺臓で苗かっ
た｡スーパーオキシドジスムターゼの活性は心臓
と小脳で特に高かった｡また､これらの群頴のア
イソザイムを検出するため塙性敗色による測定を
行った結果､臓器などの違いによってそれぞれの
アイソザイムのバンド数や各バンドの虫比は異な
ることが明らかになった｡これはサルの周りの環
境条件に伴って､臓器などの違いによって受ける
ストレス応答には酵素レベルで質的･丑的な差適
が生じることが示唆される｡
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